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Measurement of Quantity of the Surfactant 































































































































































































胸 区立口 …71 …91 0．18
背 区立口 …5」 …gl 0．13
目で異なるのは同一溶液内で処理したものでな
く別々に処理したアセテートであるためと考え
られ意識的に条件変更して処理したものではな
い。2でも述べたがこのようなことからも結果
がどの程度信頼できるかはなお疑問である。し
かし相対的な変化を見ることは可能と考えられ
る。このようなことから第1表をみるに被験者
によってかなり個人差は生ずるようであるが1
回目，2回目を通して胸部と背部のちがいを含
めた着用前後のアセテートのSDS吸着量にお
いて総体的には着用後の吸着量が減少する結果
を示しているといえよう。このようなことから
推察すれば着用によってアセテートに残留吸着
しているSDSが皮膚との接触により減少する
ことになり汗や皮旨に移行吸着したり，あるい
はまた一部は皮フへ移行浸透した結果とも解さ
れるのではないであろうか。また2回目の特に
背部におけるSDSの減少とこれに使用した原
布が1回目のものに比べ吸着量が多かったことから推察すると吸着量の多いものの場合には着用
後のSDSの減少も多くなるもののように考えられた。また繊維に対する汚れの付着量に関して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）個人差，季節，環境などさまざまな影響によって異なるといわれているが花田の研究にも見られ
るように肌着に付着した脂質量が背部で胸部より数倍も多いという結果も報告されている゜この
ようなことを考え合わせてみると油脂量の多い背部のSDS減少率が大きいことはアセテートに
吸着していたSDSが他部位より油脂類にも，より多く移行吸着する結果となり，前述の推察を
裏づけしているといえないであろうか。第2表は被験者5人の胸部，背部のSDS吸着量の平均
値を示したものである。以上のようなことからこの直接溶解法によって相対的な面からではある
が吸着SDSの変化をとらえることができるのではないかと思われた。
32 西　　沢 信
IV　要 約
　アセテートに吸着しているSDSを，アセテートをエチルメチルケトンに溶解させSDSを水
で抽出し，Epton法により定量し，この方法を利用して一定条件下でSDSを吸着させたアセ
テートについて紫外線，摩擦，着用等によってSDS量の変化をとらえようと試みた。一定量の
エチルメチルケトンに一定量のアセテートを溶解させ，SDSの既知量をこれらの中に分散状態
として投入，一定水量を添加，振とうし，静置後の水層を採り出しSDSを測定した結果，既知
量として投入した値よりかなり低く現われた。しかし投入量を種々変えて，それぞれについて測
定した結果，この投入量と測定値との間に前述のように1：1の対応関係とはならないものの
y・＝ax＋bなる直線関係が成立した。またこのように原点を通らない直線となっているのは低濃
度側ではさらに測定値が小さくなり投入量との間のずれが大きくなることによるものと考えられ
たがこの低濃度側のみによる測定からy＝＝axの比例関係を得た。以上のようなことからアセテ
ートに吸着しているSDSを，アセテートを溶解させる方法により推定できるものと考えた。こ
れらにもとずきSDSの吸着したアセテートの紫外線照射，着用試験などを行なってSDSを定
量した結果からある程度吸着量の変化を知り得るものと思われた。しかし他の文献に見られるよ
りかなりアセテートに対する吸着量が少ないことやデータにバラツキが見られることなどを考え
るとアセテートの溶解にともなうSDSの分離が不充分となり完全に水層へ移行し切れないこと，
抽出回数の不足などとともに前述の測定値と投入量の対応関係が溶解過程を経るために必ずしも
一致しなくなるとも考えられた。今後なおエチルメチルケトンと水との相互溶解性の再検討も含
め追試を行なっていく予定である。
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